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今年度、本校はバドミントン競技の支部予選会の当番校を務

め、本校バドミントン部は地元の利を活かし、さらに当番校と

しての意地を見せて、全道大会への出場権を獲得しました。 

≪バドミントン部≫ 

男子団体戦：準優勝〔全道大会進出〕 

女子団体戦：２回戦進出 

男子ダブルス：優勝 津田聖埜・今野蕾斗 〔全道大会進出〕 

       ベスト８進出 中川煌士・佐藤直樹、野原誠也・古屋柊翔 

女子ダブルス：３回戦進出 山﨑歩音・和田ゆうか、井口優心・幅口美海 

男子シングルス：ベスト８進出 中川煌士 

≪弓道部≫ 

男子団体戦：第３位   女子団体戦：４位 

男子個人戦：第２位 菊地柊吾〔全道大会進出〕 

      決勝進出 平野瑞稀、藤村祐希 

≪男子バスケットボール部≫ 

１回戦：対深川東戦    ７６-３３ 

２回戦：対岩見沢緑陵戦  ３６-９０ 

≪放送局≫ 

NHK杯総合賞：第２位〔全道大会進出〕 

児山栞奈・野上知加・木本瑠泉・奥谷琉斗・稲元健介・寳利真央・山石蒼空・中村斗稀紀 

研究発表部門：優秀賞〔全道大会進出〕 

創作テレビ部門：優秀賞〔全道大会進出〕 

創作ラジオ部門：優秀賞〔全道大会進出〕 

テレビドキュメント部門：優秀賞〔全道大会進出〕 

ラジオドキュメント部門：優秀賞〔全道大会進出〕 

朗読部門：奨励賞 児山栞奈 

アナウンス部門：奨励賞 野上知加 

≪吹奏楽局≫ 

吹奏楽部門 連盟賞〔全道大会進出〕 

 

 

 

１日（月）職員会議（学校祭） 

４日（木）PTA打合せ（学校祭） ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ訪問④ 

５日（金）学校祭終日準備 

６日（土）学校祭１日目（開祭式／クラス紹介／アピール） 

７日（日）学校祭２日目（模擬店／バザー／文化系部局発表・展示／行灯行進／行灯フィナーレ） 

８日（月）学校祭３日目（後片付け／表彰・閉祭式） 

９日（火）～１０日（水）振替休日 

１２日（金）保健講話（１・２年） 

１３日（土）共通プレテスト 

１６日（火）１・２年夏期講習開始（～30日）  

１９日（金）定例職員会議 安全点検 

２０日（土）電卓検定 

２１日（日）数学検定 

２２日（月）全校集会 

２３日（火）夏季休業（～8/22） 公務員模試 

３１日（水）高１・２総合学力テスト① 

 

当番校だったので選手宣誓を務めました。とても緊張しましたが、みんなの気持ちを込めた選手宣誓を行う

ことができました。団体戦で優勝を逃し、ダブルス・シングルスともに悔いの残る結果となりましが、この悔しさ

は全道大会で晴らしてきたいと思います。                 ＜バドミントン部主将：中川煌士・一已中出身＞ 

２，３年生全員で全道へ行けるように練習に励んできましたが、思うように力を

発揮することができず、悔しい結果となりました。３年生にとっては最後の試合と

なりましたが、それぞれベストを尽くし、緊張の中にも楽しみを感じながら終えるこ

とができました。来年は全道切符を必ず確保してほしいと思います。          

＜弓道部主将：加藤摩彩・深川中出身＞ 

２回戦で負けてしまいましたが、チームメイトと最後まで諦め

ずに走り、声を出し、楽しくプレーをすることができました。３年間

バスケットを通じて学んだ「仲間の大切さ」、「責任感」、「コミュ

ニケーションの重要性」などの経験を最高の思い出と、将来の

財産として活かしていきたいと思います。 

＜男子バスケットボール部主将：中村 星・一已中出身＞ 

今回５部門で全道大会進出を決めることができま

した。昨年の秋からシナリオを考え始め、時間をかけ

た分思い入れの強い作品だったので、評価されて全

道を決めたことはとても嬉しいです。３年生にとっては

最後の大会となりますが、このメンバーで作り上げる

ことができて本当に良かったです。 

＜放送局長：児山栞奈・深川中出身＞ 

３週間の短期間でしたが、母校で教

育実習を行うことができ、ますます教

員志望の気持ちが強くなりました。大

学では学ぶことの難しい生徒の皆さん

との関係性作りなど、将来に役立つこ

とをたくさん学ぶことができました。

ありがとうございました。 

＜札幌大・太田萌奈美・滝川明苑中＞ 

空知地区高文連音楽発表大会で小編成の部で１位になるこ

とができ、全道大会の権利を得ることができました。休日を返上

し、体育館での練習を増やすなど最大限の努力を積んで支部

大会に臨むことができました。全道大会は９月とまだ先なので、

まずは８月の吹奏楽コンクールに向けて、曲を仕上げていきたい

と思います。       ＜吹奏楽副局長：齋藤稜太・北竜中出身＞ 


